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香取市汚水処理アンケート 調査票 
 

Ⅰ. 現在、皆様のご家庭でお使いのトイレについておうかがいします。 

 

 

 

公共下水道と合併処理浄化槽、単独処理浄化槽 

公共下水道の場合 

主として家庭から出る生活排水（トイレや台所、風呂、洗濯等の雑排水を合わせたもの）は、市が整備した

下水管に入り、下水処理場に集められ処理された後、川に放流されます。 

合併処理浄化槽の場合 

家庭から出る生活排水のすべてを合併処理浄化槽で処理します。各家庭あるいは集合住宅ごとに設置

するもので、処理した後は水路や川に放流されます。 

香取市では、くみ取り式トイレや単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に、補助制度を設け推進

しています。 

単独処理浄化槽の場合 

トイレからの排水のみを単独処理浄化槽で処理します。台所、お風呂、洗濯等の排水は、そのまま水路や

川に放流されます。これは、水路や川を汚してしまうため、現在は新規設置が認められていません。 

 

ご自宅のトイレで、あてはまるものを 1つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

 

1.  合併処理浄化槽(トイレや台所、風呂、洗濯等の生活雑排水も処理) 

2.  単独処理浄化槽(トイレからの排水のみを処理) 

3.  種類(単独･合併)は不明だが、浄化槽 

4.  くみ取り式トイレ               

5.  よくわからない 

6.  その他 

 

 

問 1 

公共下水道で整備するエリア 
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問 1 で選択されたトイレについてお尋ねします。普段、あなたが感じていることに近いも

のを選び、番号を○で囲んで下さい。（複数回答可） 

 

1.  バキュームカーを呼んで清掃してもらうのが面倒と感じるときがある 

2.  きれいにトイレを掃除しても、異臭がするときがある 

3.  蚊やハエなどの小虫が発生し、不快に感じることがある 

4.  特に不満を感じることはない 

5.  その他 

 

 

問 1 で２（単独処理浄化槽）または４（くみ取り式トイレ）を選択された方にお尋ねしま

す。 

合併処理浄化槽の設置や切替に関して、市で行っている補助制度をご存知ですか。どちら

かを○で囲んでください。 

参考）平成 12 年 11 月 30 日より、単独処理浄化槽の新規設置は認められていません。 

1.  知っている        2 . 知らない 

 

 

問 1 で２（単独処理浄化槽）または 4(くみ取り式トイレ)を選択された方にお尋ねします。 

現在、合併浄化槽への切替をしていない理由は何ですか。以下の選択肢のうち、あてはま

るものを選び、番号を○で囲んで下さい。（複数回答可） 

 

1.  単独浄化槽がまだ使えるから 

2.  合併浄化槽を設置してしまうと、将来公共下水道が整備されたときは二重投資に

なってしまうから 

3.  家の建替え、リフォームと合わせて切替える予定だから 

4.  子供、孫の世代が同居していないから 

5.  浄化槽設置スペースや放流先の確保が困難だから 

6.  経済的に困難だから 

7.  合併処理浄化槽に切替えることを市が、推進していることを知らなかったから 

8  その他 

 

問 2 

問 4 

問 3 
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Ⅱ. ご自宅に面している水路についておうかがいします。 

 

ご自宅に面している水路注）はどのような状態ですか。最も近いものを 1 つ選び、番号を○

で囲んで下さい。 

 

1.  水路に面しており、水路の水は澄んでいて、臭いも気にならない 

2.  水路に面しており、異臭が発生するなど不快に感じることがある 

3.  水路に面していない 

4.  その他 

 

注）水路は道路側溝、農業排水路、その他の水が流せる水路のことを指します。 

 

 

 

あなたのお住まいから出る生活排水は、どこに流していますか。（合併処理浄化槽の場合

は、合併処理浄化槽の放流先になります。）あてはまるものを選び、番号を○で囲んで下さ

い。（複数回答可） 

 

1.  水路 

2.  道路側溝（U 字溝など） 

3.  宅地内処理施設（蒸発散式など） 

4.  その他 

5  わからない 

 

 

 

問 5 

問 6 
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Ⅲ. 排水をきれいにする方法について、考えをおうかがいします。 

 市民の皆様の快適な暮らしを維持するため、排水を、きれいに処理し続けていく必要があります。 

 生活排水をきれいに処理する方法としては、主に、下水道等と合併処理浄化槽の二つの方法があ

り、それぞれの特徴は、以下に示すとおりです。 

 

 

項 目 下水道等 合併処理浄化槽 

施設の設置者 地方公共団体（香取市) 個人 

処理した 

排水の放流先 

家庭などから排水を、下水処理場に集め

て、きれいに処理し、川へ放流 

浄化槽からの処理水をご自宅に面した水

路に流し、河川などの公共用水域へ放流 

維持管理 
処理場で一括処理。下水道使用料を支払

うことで、香取市が一括管理 

年 1 回程度、法定検査やバキュームカー

で汚泥を引き抜き。個人管理 

放流水質 良 適正管理が必要 

放流先の確保 不要 必要 

整備の 

スピード 

徐々に整備を進めるため年数がかかる 

（一般に、浄化槽よりも遅い） 

随時、どこでも整備が可能 

（一般に、下水道よりも早い） 

建設費や 

維持管理の特徴 

住宅が密集し、工場や病院などがある場

合は、合併浄化槽よりも安価 

人家のまばらな区域では、下水道よりも

安価 

水洗化の時期 
合併処理浄化槽より遅くなる可能性があ

る 

個人の意志により、下水道より早くなる

可能性もある 
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あなたがお住まいの地域における、将来の汚水処理の方法を検討しています。あなたは、

将来の汚水処理を進める上で、どの点が重要と考えますか。あなたの考えに最も近いもの

を 1つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

 

1. 公共下水道と合併処理浄化槽にかかるお金を比べ、どちらか安い方法で進めるべ

き 

2. 公共下水道は、使用料を払えば市で一括管理してもらえるので、下水道の方が安

心である 

3. 合併処理浄化槽を設置することで、整備スピードの速さを優先すべき 

4. 合併処理浄化槽は、排水がきれいに処理されるとしても、自宅や他の家屋からの

処理水が周辺の水路に流れ込むので、環境面での不安を感じる 

5. 公共下水道・合併処理浄化槽のどちらでもよい 

6.  その他 

 

 

ご自宅に面している道路に、下水道管が布設されたとしたら、いつ頃下水道に切り替える

ことをお考えですか。あてはまるものを 1つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

 

1.  すぐにでも        2.  2～3 年以内に       3.  4~9 年以内に 

4.  10 年目以降        5.  わからない 

6.  その他 

 

 

あなたのお住まいの地域で下水道管が布設されない（地域が合併処理浄化槽区域に定めら

れた）としたら、いつ頃、合併処理浄化槽へ切り替えることをお考えですか。あてはまるも

のを 1 つ選び、番号を○で囲んで下さい。なお、既に合併処理浄化槽をお使いの方は、「1．

すぐにでも」を選んでください。 

 

1.  すぐにでも        2.  2～3 年以内に       3.  4~9 年以内に 

4.  10 年目以降        5.  わからない         

6  その他 

 

 

 

問 8 

問 9 

問 7 
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Ⅳ. あなたの世帯に関しておうかがいします。 

 

あなたの性別、年齢及びご家族の人数をおうかがいします。それぞれについてあてはまる

ものを 1つ選び、番号を○で囲んで下さい。 

 

 性 別 年 齢 あなたを含む同居人数 

1.  男性  

2.  女性 

1.  10 歳代 

2.  20 歳代 

3.  30 歳代 

4.  40 歳代 

5.  50 歳代 

6.  60 歳代 

7.  70歳以上 

1.  1 人 

2.  2 人 

3.  3 人 

4.  4 人 

5.  5 人 

6.  6 人 

7.  7 人 

8.  8 人以上

 

あなたの世帯構成をおうかがいします。あてはまるものを 1 つ選び、番号を○で囲んでく

ださい。 

 

1.  単身           2.  夫婦のみ        3.  親と子(2 世代) 

4.  親と子と孫(3 世代)      5.  単身赴任 

6.  その他 

 

 

あなたのお住まいの地区、町内名をおうかがいします。あてはまる地区を１つ選んで○で

囲み、町内名を記入してください。 

 

地区 1.  佐原地区  2.  小見川地区  3.  山田地区  4.  栗源地区 

       町内名                  

 

 

最後に、このアンケートの内容、本市の下水道事業についてなど、何かご意見がございま

したらご自由にお書き下さい。 

 

《自由意見欄》 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 

問 11 

問 12 

問 13 

これでアンケートは全て終了です。ご協力ありがとうございました。 

 


